
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
開
示
の

信
頼
性
を
担
保

　

企
業
が
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
情

報
を
積
極
的
に
開
示
す
る
理
由
は
多

岐
に
わ
た
り
、
そ
の
情
報
の
利
用
者

は
投
資
家
、
消
費
者
、
自
社
の
従
業

員
や
地
域
・
社
会
な
ど
幅
広
い
。
例

え
ば
、
投
資
家
は
財
務
的
な
情
報
だ

け
で
な
く
、
持
続
可
能
性
へ
の
取
り

組
み
を
企
業
価
値
評
価
に
織
り
込
む

こ
と
で
、
投
資
の
意
思
決
定
を
行
う
。

環
境
に
配
慮
し
た
製
品
や
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
る
企
業
が
、
消
費
者

の
理
解
を
深
め
、
企
業
の
ブ
ラ
ン
ド

価
値
を
上
げ
る
こ
と
を
企
図
し
て
、

取
り
組
み
と
成
果
を
開
示
す
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
だ
ろ
う
。

一
方
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
情

報
開
示
は
比
較
的
新
し
い
分
野
で
あ

る
た
め
、
財
務
会
計
の
よ
う
に
定
ま

っ
た
基
準
が
な
く
、
開
示
さ
れ
た
情

報
の
利
用
価
値
が
問
わ
れ
て
い
る
。

今
年
３
月
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
基
準
委
員
会
（
Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
）
が
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
情
報
の
開
示
基

準
を
最
終
化
し
た
。
２
０
２
７
年
３
月
期
か
ら
段
階
的
に
、
東
京
証
券
取
引
所
プ
ラ
イ
ム
市
場
に
上
場
す

る
企
業
に
対
し
て
、
こ
れ
に
基
づ
く
開
示
が
義
務
付
け
ら
れ
る
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
開
示
を
巡
っ
て

は
、
開
示
情
報
の
信
頼
性
を
担
保
す
る
た
め
、
第
三
者
に
よ
る
「
保
証
」
が
重
要
に
な
る
。
金
融
庁
金
融

審
議
会
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
注
１
）
で
は
、
そ
の
在
り
方
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
将
来
的
に
義
務
化
さ

れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
う
し
た
議
論
を
踏
ま
え
て
、
実
務
上
の
論
点
を
整
理
す
る
。

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
開
示
で

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
開
示
で

求
め
ら
れ
る
「
保
証
」
の
実
務
上
の
論
点

求
め
ら
れ
る
「
保
証
」
の
実
務
上
の
論
点

前
提
条
件
や
保
証
の
範
囲
を
踏
ま
え
て
対
応
、

企
業
側
の
態
勢
整
備
も
重
要
に

Ｐ
ｗ
Ｃ
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
監
査
法
人

　
監
査
事
業
本
部　
パ
ー
ト
ナ
ー

遠
藤
英
昭

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
ア
ド
バ

イ
ザ
リ
ー
部

シ
ニ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

古
川
嵩
子

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ

ン
メ
ン
ト
ア
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
部

シ
ニ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

松
沢
里
美
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さ
ま
ざ
ま
な
作
成
基
準
が
乱
立
し
た

結
果
、
開
示
の
範
囲
や
集
計
期
間
、

開
示
形
式
の
違
い
が
生
じ
て
お
り
、

企
業
間
の
比
較
は
困
難
で
あ
る
。
企

業
が
自
ら
の
活
動
を
誇
張
し
た
り
、

良
い
面
だ
け
を
強
調
し
た
り
す
る
こ

と
で
「
グ
リ
ー
ン
ウ
オ
ッ
シ
ン
グ
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
誤
解
を
招
く
情

報
開
示
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
一
貫
性
が
あ
り
、
比
較

可
能
な
情
報
開
示
を
促
す
べ
く
、
国

際
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
基
準
審
議
会

（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
）
は
２
０
２
３
年
６
月

に
、
各
国
の
開
示
基
準
の
ベ
ー
ス
ラ

イ
ン
と
な
る
国
際
基
準
（
注
２
）
を

公
表
し
た
。
現
在
は
こ
れ
を
参
照
し
、

各
国
に
お
い
て
開
示
基
準
の
開
発
が

広
が
っ
て
い
る
。

　

日
本
で
は
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
基

準
委
員
会
（
Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
）
が
25
年
３

月
に
、
開
示
基
準
の
最
終
化
を
行
っ

た
。
27
年
３
月
以
降
、
時
価
総
額
３

兆
円
以
上
の
東
証
プ
ラ
イ
ム
市
場
上

場
企
業
か
ら
段
階
的
に
導
入
す
る
案

が
提
示
さ
れ
て
い
る
（
図
表
１
）。

　

企
業
が
開
示
す
る
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
ー
情
報
は
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
が
意
思
決
定
の
た
め
に
使
用
す
る

た
め
、
そ
の
内
容
に
誤
り
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。
入
手
可
能
な
情
報
の

信
頼
性
は
、
投
資
判
断
に
お
い
て
も

最
も
重
視
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
企

業
は
第
三
者
に
よ
る
「
保
証
」
を
通

じ
、
開
示
す
る
情
報
が
信
頼
に
足
る

も
の
で
あ
る
と
表
明
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

　

企
業
が
採
用
す
る
算
定
方
法
や
開

示
基
準
の
準
拠
性
が
検
証
さ
れ
れ
ば
、

投
資
家
は
他
社
と
の
情
報
の
比
較
が

容
易
と
な
る
。
開
示
企
業
に
と
っ
て

も
、
第
三
者
保
証
を
受
け
る
こ
と
に

よ
り
、
デ
ー
タ
収
集
の
在
り
方
や
開

示
を
見
直
し
て
情
報
の
質
を
高
め
る

機
会
が
生
ま
れ
る
。

　

す
で
に
任
意
で
第
三
者
保
証
を
受

け
て
い
る
企
業
は
多
い
。
保
証
の
対

象
範
囲
は
企
業
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま

だ
が
、
気
候
変
動
か
ら
始
め
る
こ
と

が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。

前
提
条
件
を
踏
ま
え
た 

保
証
計
画
の
策
定

　

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
保
証
は
、

企
業
が
行
っ
た
情
報
開
示
に
関
す
る

信
頼
性
を
、
情
報
の
作
成
者
で
あ
る

企
業
か
ら
独
立
し
た
立
場
の
第
三
者

が
担
保
す
る
行
為
で
あ
る
。
第
三
者

が
情
報
利
用
者
の
た
め
に
信
頼
性
を

担
保
す
る
と
い
う
仕
組
み
は
、
財
務

（注） 　２段階開示は、半期報告書等による開示を可能とするか検討（府令改正）。保証付きの場合は有価証券報告書提出期限
延長（事業年度終了後４カ月目安）を検討（法改正）。保証の在り方は任意の枠組みも含めて今後検討。

（出所） 　ＰｗＣジャパン作成。

〔図表１〕 ＳＳＢＪ基準の導入案

適用
対象

義務化
東証プライム
時価総額
３兆円以上

SSBJ
基準
最終化

任意適用

２段階開示

順次拡大
ＧＨＧスコープ１・２++

保証 保証

2025

３月

26 27/3

有報 有報 有報義務化
東証プライム
時価総額
１兆円以上

時価総額
１兆～３兆円未満

有報における
同時開示

有報における
同時開示

時価総額
5,000億～１兆円未満

時価総額
３兆円以上

時価総額
１兆～３兆円未満

２段階開示 ２段階開示

義務化
東証プライム
時価総額

5,000億円以上

28/3 29/3

開示
時期

保証
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諸
表
の
「
監
査
」
と
同
じ
だ
。
実
際
、

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
保
証
の
実
務

や
考
え
方
は
、
財
務
諸
表
監
査
と
類

似
す
る
部
分
が
多
い
。

　

以
下
で
は
、「
保
証
計
画
の
策

定
」「
保
証
手
続
き
の
実
施
」「
保
証

意
見
の
形
成
」
の
各
プ
ロ
セ
ス
に
つ

い
て
解
説
す
る
。

　

第
１
段
階
が
、
保
証
計
画
の
策
定

で
あ
る
。
保
証
業
務
の
実
施
者
は
、

対
象
企
業
の
プ
ロ
セ
ス
や
内
部
統
制

を
理
解
し
、
実
施
す
る
手
続
き
の
種

類
、
時
期
お
よ
び
範
囲
を
決
定
す
る
。

こ
れ
ら
の
内
容
は
、
お
お
む
ね
財
務

諸
表
監
査
と
同
じ
で
あ
る
。

　

財
務
諸
表
監
査
と
比
較
し
て
、
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
保
証
で
よ
り
慎

重
な
検
討
が
求
め
ら
れ
る
の
は
、
保

証
業
務
の
受
嘱
に
当
た
っ
て
の
前
提

条
件
の
確
認
だ
。
現
行
で
は
、
企
業

が
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
レ
ポ
ー
ト

や
統
合
報
告
書
な
ど
で
任
意
に
開
示

し
た
情
報
を
、
保
証
の
対
象
と
す
る

こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。

　

前
述
の
と
お
り
、
開
示
す
る
情
報

の
範
囲
は
企
業
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
保
証
業
務
を
実

施
す
る
者
は
、
入
手
し
た
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
ー
情
報
を
、
有
価
証
券
報

告
書
等
で
開
示
さ
れ
て
い
る
財
務
情

報
と
も
照
ら
し
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
上
で
、
保
証
対
象
と

な
る
情
報
を
特
定
し
、
そ
の
範
囲
を

確
認
す
る
。
保
証
対
象
が
企
業
に
と

っ
て
都
合
の
良
い
情
報
の
み
と
な
っ

て
い
な
い
か
、
想
定
利
用
者
の
判
断

を
誤
ら
せ
る
よ
う
な
範
囲
の
限
定
が

な
い
か
、
と
い
っ
た
観
点
で
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

　

企
業
が
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
情

報
を
作
成
す
る
際
の
規
準
の
適
合
性

を
確
認
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

財
務
情
報
は
、
一
般
に
公
正
妥
当
と

認
め
ら
れ
た
企
業
会
計
の
基
準
に
準

拠
し
て
作
成
さ
れ
る
。
そ
れ
と
は
異

な
り
、
任
意
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

ー
情
報
開
示
で
は
、
企
業
の
情
報
の

作
成
規
準
は
、
広
く
一
般
に
公
表
さ

れ
た
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
場
合
も
あ

れ
ば
、
企
業
が
独
自
で
定
め
た
規
準

の
場
合
も
あ
る
。
前
者
の
フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク
と
は
、
気
候
関
連
財
務
情
報

開
示
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
（
Ｔ
Ｃ
Ｆ

Ｄ
）
提
言
や
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
レ
ポ

ー
テ
ィ
ン
グ
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
（
Ｇ

Ｒ
Ｉ
）
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
い
っ
た
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
保
証
業
務
実

施
者
は
、
企
業
が
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ

ィ
ー
情
報
を
作
成
し
た
規
準
を
理
解

し
、
情
報
の
開
示
お
よ
び
保
証
に
適

合
し
た
規
準
で
あ
る
か
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

　

日
本
に
お
い
て
は
今
年
３
月
に
Ｓ

Ｓ
Ｂ
Ｊ
基
準
が
確
立
さ
れ
た
以
上
、

今
後
、
当
該
基
準
に
準
拠
し
た
開
示

の
拡
充
が
想
定
さ
れ
る
。
任
意
開
示

が
中
心
で
あ
る
現
状
に
お
い
て
は
、

こ
の
よ
う
な
前
提
条
件
が
備
わ
っ
て

い
る
こ
と
を
確
認
で
き
て
初
め
て
、

保
証
業
務
を
提
供
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
。

﹁
限
定
的
保
証
﹂か
ら

﹁
合
理
的
保
証
﹂へ

　

保
証
業
務
の
実
施
段
階
で
は
、
計

画
に
沿
っ
た
手
続
き
を
実
施
す
る
。

そ
の
具
体
的
な
内
容
は
「
保
証
水

準
」
に
よ
り
異
な
る
。
保
証
水
準
は
、

保
証
業
務
の
リ
ス
ク
（
保
証
業
務
の

実
施
者
が
、
企
業
の
作
成
し
た
情
報

の
虚
偽
表
示
を
見
逃
す
リ
ス
ク
）
の

程
度
に
よ
っ
て
「
限
定
的
保
証
水

準
」
と
「
合
理
的
保
証
水
準
」
に
分

け
ら
れ
る
。

　

限
定
的
保
証
で
は
、
合
理
的
保
証

よ
り
も
保
証
業
務
の
リ
ス
ク
が
高
い

た
め
、
実
施
す
る
手
続
き
は
、
分
析

的
手
続
き
を
中
心
と
し
た
限
定
的
な

も
の
に
な
る
。
保
証
業
務
の
実
施
者

は
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
情
報
の

過
年
度
と
の
比
較
や
、
関
連
す
る
情

報
と
の
比
較
分
析
を
実
施
す
る
。
分

析
の
結
果
、
異
常
と
考
え
ら
れ
る
情

報
に
関
し
て
は
、
企
業
に
そ
の
要
因

を
質
問
し
て
、
回
答
内
容
の
妥
当
性

を
検
討
す
る
。

　

合
理
的
保
証
で
は
、
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
ー
情
報
が
正
確
で
あ
る
か
網

羅
的
で
あ
る
か
と
い
っ
た
観
点
で
、

よ
り
幅
広
く
検
討
を
実
施
す
る
。
そ

の
た
め
、
限
定
的
保
証
の
手
続
き
に

加
え
て
、
情
報
の
作
成
根
拠
資
料
の

閲
覧
な
ど
の
手
続
き
を
実
施
す
る
。

　

な
お
、
現
状
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ

ィ
ー
保
証
の
実
務
は
、
ほ
と
ん
ど
が

限
定
的
保
証
で
あ
る
。
Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
基

準
に
準
拠
し
た
開
示
の
保
証
に
つ
い

て
も
、
ま
ず
は
限
定
的
保
証
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
将
来
的
に
合
理
的
保
証

へ
移
行
す
る
方
向
で
議
論
さ
れ
て
い

る
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
の
保
証
水
準

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
企
業
は
信
頼

で
き
る
社
内
デ
ー
タ
や
外
部
の
第
三

者
情
報
を
も
と
に
情
報
を
作
成
し
、

情
報
の
収
集
・
算
定
過
程
で
誤
り
や

漏
れ
が
な
い
こ
と
を
保
証
業
務
の
実

務
者
に
示
す
必
要
が
あ
る
。

　

保
証
を
行
う
第
三
者
は
企
業
か
ら

の
情
報
収
集
後
、
入
手
し
た
証
拠
が
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十
分
か
つ
適
切
で
あ
る
か
を
評
価
し
、

「
保
証
意
見
」
を
形
成
す
る
。
保
証

手
続
き
を
実
施
す
る
過
程
で
虚
偽
表

示
を
発
見
し
た
場
合
に
は
、
保
証
意

見
に
与
え
る
定
量
的
・
定
性
的
な
影

響
を
評
価
し
た
上
で
保
証
報
告
書
を

発
行
す
る
。
こ
れ
ら
の
評
価
過
程
に

つ
い
て
の
考
え
方
は
、
財
務
諸
表
監

査
と
同
様
で
あ
る
。

ス
コ
ー
プ
３
は
推
定
値
で
も 

合
理
的
な
説
明
が
必
要

　

次
に
、
金
融
機
関
に
求
め
ら

れ
る
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
開

示
と
そ
の
保
証
に
つ
い
て
整
理

す
る
。

　

温
室
効
果
ガ
ス
（
Ｇ
Ｈ
Ｇ
）

の
排
出
量
に
関
し
て
は
、
ス
コ

ー
プ
１
か
ら
ス
コ
ー
プ
３
ま
で

の
三
つ
に
大
別
さ
れ
る
（
注
３
）。

製
造
業
等
と
異
な
り
、
金
融
機

関
に
お
い
て
は
通
常
、
ス
コ
ー

プ
１
に
計
上
さ
れ
る
も
の
は
極

め
て
少
な
い
。
ス
コ
ー
プ
２
に

つ
い
て
も
、
オ
フ
ィ
ス
や
事
業

所
で
の
光
熱
費
に
関
連
す
る
電

気
の
使
用
が
大
部
分
で
あ
り
、

他
の
業
種
と
比
較
す
る
と
少
量

の
排
出
に
と
ど
ま
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
測
定
の
範
囲
を
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
全
体
に
広
げ
る
ス

コ
ー
プ
３
に
お
い
て
は
、
金
融
機
関

は
大
き
な
排
出
源
と
な
り
得
る
。
ス

コ
ー
プ
３
は
、
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

全
体
で
発
生
す
る
間
接
的
な
排
出
量

に
つ
い
て
15
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
定
め

て
い
る
。
こ
こ
に
は
輸
送
や
配
送
、

従
業
員
の
通
勤
な
ど
人
や
物
の
移
動

に
伴
う
排
出
量
や
購
入
、
販
売
し
た

財
に
起
因
す
る
排
出
量
な
ど
が
規
定

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
15

と
し
て
「
投
資
」
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

金
融
機
関
が
投
融
資
を
通
じ
て
間

接
的
に
排
出
す
る
Ｇ
Ｈ
Ｇ
の
排
出
量

を
測
定
・
開
示
す
る
た
め
の
基
準
を

提
供
す
る
組
織
が
Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｆ
（P

art-
nership for C

arbon A
ccounting 

F
inancials

）
で
あ
る
。
Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｆ

で
は
、
ア
セ
ッ
ト
ク
ラ
ス
ご
と
に
排

出
量
測
定
方
法
を
示
し
て
い
る
。
具

体
的
に
は
、
①
上
場
株
式
・
社
債
、

②
事
業
融
資
・
非
上
場
株
式
、
③
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、
④
商

業
用
不
動
産
、
⑤
住
宅
ロ
ー
ン
、
⑥

自
動
車
ロ
ー
ン
、
⑦
ソ
ブ
リ
ン
債
│

│
の
七
つ
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。

　

加
え
て
Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｆ
は
、
排
出
量
を

測
定
す
る
際
の
デ
ー
タ
の
信
頼
性
を

評
価
す
る
た
め
の
指
標
で
あ
る
「
デ

ー
タ
品
質
ス
コ
ア
」
を
定
め
て
い
る
。

例
え
ば
、
上
場
株
式
お
よ
び
社
債
の

場
合
、
デ
ー
タ
の
信
頼
性
に
応
じ
て
、

１
か
ら
５
ま
で
の
ス
コ
ア
付
け
を
求

め
て
い
る
（
図
表
２
）。

　

多
く
の
金
融
機
関
に
お
い
て
、
投

融
資
先
の
財
務
デ
ー
タ
や
業
績
な
ど

の
詳
細
情
報
は
リ
ス
ク
管
理
や
財
務

報
告
の
た
め
に
定
期
的
に
作
成
さ
れ
、

そ
の
た
め
の
内
部
統
制
も
整
備
さ
れ

て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方

で
、
投
融
資
先
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
の
排
出
量

に
関
す
る
デ
ー
タ
の
収
集
に
関
し
て

は
、
未
整
備
で
あ
る
金
融
機
関
も
多

い
と
想
定
さ
れ
る
。

　

ス
コ
ア
１
や
ス
コ
ア
２
と
す
る
た

め
に
は
、
投
融
資
先
が
排
出
量
デ
ー

タ
を
公
表
し
た
り
、
第
三
者
に
よ
る

保
証
を
獲
得
し
た
り
し
て
い
る
必
要

が
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
投
融
資

先
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
に
関
す
る
開
示
方
針
に

左
右
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

ス
コ
ア
３
以
下
と
す
る
場
合
は
推

定
値
を
使
用
で
き
る
が
、
第
三
者
に

よ
る
保
証
を
視
野
に
入
れ
る
と
、
推

定
値
に
関
し
て
も
合
理
性
を
説
明
で

き
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
推

定
に
用
い
た
デ
ー
タ
の
客
観
性
や
見

積
も
り
の
手
法
を
確
立
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

今
後
、
ス
コ
ー
プ
３
を
含
む
Ｇ
Ｈ

Ｇ
の
開
示
と
保
証
が
注
目
を
集
め
て

い
く
こ
と
を
考
え
る
と
、
金
融
機
関

に
お
い
て
は
、
投
融
資
先
の
排
出
量

デ
ー
タ
の
収
集
・
管
理
に
留
意
が
必

要
で
あ
ろ
う
。

第
三
者
保
証
を
意
識
し
た 

態
勢
整
備
が
不
可
欠

　

開
示
す
る
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー

情
報
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
開
示

〔図表２〕 ＰＣＡＦが定める上場株式・社債の 
排出量スコア

スコア１： 第三者機関による検証が行われた排出量デー
タ

スコア２： 第三者機関による検証が行われていない排出
量データ、またはエネルギー消費量から算定
された排出量データ

スコア３： 生産高に基づいて推計された排出量データ
スコア４： 売上高と産業別の排出係数に基づいて推計さ

れた排出量データ
スコア５： 資産回転率と産業別の排出係数に基づいて推

計された排出量データ

（出所）　筆者作成
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範
囲
（
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
）
の
確
定
が

最
初
の
ス
テ
ッ
プ
と
な
る
。

　

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
情
報
開
示

の
目
的
の
一
つ
は
、
財
務
諸
表
で
は

表
す
こ
と
が
で
き
な
い
企
業
価
値
を

補
足
し
て
示
す
こ
と
で
あ
る
。
従
っ

て
、
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
は
、
ま
ず
原
則

と
し
て
連
結
財
務
諸
表
に
お
け
る
連

結
の
範
囲
と
整
合
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
。

　

金
融
機
関
に
お
い
て
は
、
フ
ァ
ン

ド
や
投
資
事
業
組
合
と
い
っ
た
ス
ト

ラ
ク
チ
ャ
ー
ド
・
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

を
多
数
組
成
し
て
い
る
こ
と
も
多
く
、

連
結
・
非
連
結
の
判
断
が
複
雑
な
ケ

ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、

日
本
の
会
計
基
準
に
よ
る
財
務
報
告

に
加
え
、
連
結
の
範
囲
が
異
な
る
国

際
会
計
基
準
に
よ
る
財
務
諸
表
の
作

成
を
行
う
な
ど
、
二
重
の
管
理
を
行

っ
て
い
る
こ
と
も
多
い
。
特
に
複
雑

な
企
業
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
い
る

場
合
に
は
、
報
告
範
囲
の
確
定
に
時

間
を
要
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
に
は
連

結
の
範
囲
の
み
な
ら
ず
、
前
述
し
た

ス
コ
ー
プ
３
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
15
（
投

資
）
な
ど
、
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
も

含
ま
れ
る
。
投
資
戦
略
に
よ
っ
て
は
、

そ
の
範
囲
が
頻
繁
に
異
動
す
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。
第
三
者
に
よ
る
保

証
を
受
け
る
場
合
に
は
、
十
分
な
準

備
時
間
を
設
け
る
と
と
も
に
、
所
管

部
署
と
の
連
携
を
通
じ
、
報
告
範
囲

の
変
動
に
つ
い
て
も
適
時
に
把
握
で

き
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
お
く
こ
と

が
望
ま
し
い
。

　

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
情
報
の
開

示
は
比
較
的
新
し
い
分
野
で
あ
り
、

今
後
も
そ
の
在
り
方
に
さ
ま
ざ
ま
な

変
更
が
加
え
ら
れ
る
可
能
性
が
高
い
。

そ
の
た
め
、
開
示
作
成
の
基
礎
と
な

る
作
業
は
、
各
部
門
の
担
当
者
に
よ

る
Ｅ
Ｕ
Ｃ
（E

nd U
ser C

om
put-

ing
）
に
な
っ
て
お
り
、
特
に
ス
プ

レ
ッ
ド
シ
ー
ト
を
活
用
し
て
い
る
企

業
が
大
半
で
あ
る
。

　

ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
に
よ
る
作
業

は
柔
軟
な
設
計
が
可
能
で
あ
る
半
面
、

属
人
化
し
や
す
い
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ

り
、
第
三
者
に
よ
る
検
証
が
困
難
と

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
多
い
。
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
保
証
業
務
で
発
見

さ
れ
る
誤
り
の
大
多
数
が
、
こ
の
ス

プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
の
転
記
ミ
ス
や
集

計
範
囲
の
間
違
い
な
ど
に
起
因
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ

ク
が
万
全
で
あ
れ
ば
防
ぐ
こ
と
が
可

能
な
間
違
い
だ
が
、
そ
の
場
合
も
複

雑
な
算
式
や
標
準
化
さ
れ
て
い
な
い

表
を
多
用
し
、
検
証
が
困
難
と
な
っ

て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
々
あ
る
。
特
に

金
融
機
関
に
お
い
て
は
、
大
量
の
デ

ー
タ
を
も
と
に
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

ー
開
示
を
作
成
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、

一
つ
の
誤
り
が
重
大
な
虚
偽
表
示
に

な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。
正
確

な
情
報
を
作
成
す
る
た
め
の
ダ
ブ
ル

チ
ェ
ッ
ク
と
、
そ
の
後
に
行
わ
れ
る

第
三
者
保
証
を
意
識
し
、
ス
プ
レ
ッ

ド
シ
ー
ト
を
使
用
す
る
際
の
標
準
化

や
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
明
確
化
を

進
め
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

（
注
）１　
「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
情
報
の

開
示
と
保
証
の
あ
り
方
に
関
す
る
ワ

ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
」
お
よ
び

「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
情
報
の
保
証

に
関
す
る
専
門
グ
ル
ー
プ
」。

２　

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
Ｓ
１
号
、
Ｓ
２
号
。

３　

ス
コ
ー
プ
１
は
、
企
業
が
直
接

排
出
す
る
Ｇ
Ｈ
Ｇ
の
こ
と
で
、
代
表

例
は
石
油
や
ガ
ス
の
燃
焼
に
よ
る
排

出
な
ど
。
ス
コ
ー
プ
２
は
、
間
接
的

な
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
の
う
ち
、
他
社
か
ら

供
給
さ
れ
た
電
気
の
使
用
や
、
電
力

供
給
者
が
発
電
に
際
し
て
排
出
し
た

も
の
等
。
ス
コ
ー
プ
３
は
、
自
社
の

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
間
接
的

な
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
か
ら
、
ス
コ
ー
プ

２
で
計
上
さ
れ
た
も
の
を
除
い
た
排

出
量
。

え
ん
ど
う　

ひ
で
あ
き

監
査
事
業
本
部
副
本
部
長
、
パ
ー
ト

ナ
ー
。
監
査
業
務
、
金
融
規
制
、
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
開
示
に
関
す
る

保
証
業
務
に
従
事
。
企
業
情
報
開
示

委
員
会
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
基
準

諮
問
会
議
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
情
報
開
示
研
究

会
、
日
本
公
認
会
計
士
協
会
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
能
力
開
発
協
議
会
、
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
情
報
開
示
・
保
証

業
務
特
別
委
員
会
に
委
員
・
理
事
と

し
て
参
加
（
現
任
）。

ふ
る
か
わ　

し
ゅ
う
こ

13
年
あ
ら
た
監
査
法
人
（
現
Ｐ
ｗ
Ｃ

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
）
に
入
所
後
、
国
内
上

場
会
社
の
財
務
諸
表
監
査
お
よ
び
内

部
統
制
監
査
、
日
本
国
内
の
外
資
系

日
本
法
人
に
対
す
る
会
計
監
査
お
よ

び
内
部
統
制
監
査
を
担
当
。
24
年
か

ら
現
職
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
保

証
拡
大
推
進
の
支
援
業
務
に
従
事
。

ま
つ
ざ
わ　

さ
と
み

19
年
入
所
後
、
主
に
グ
ロ
ー
バ
ル
企

業
の
財
務
諸
表
監
査
や
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
ー
保
証
業
務
を
担
当
し
な
が

ら
、
情
報
開
示
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ

ザ
リ
ー
業
務
に
従
事
。
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